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An Islamic Saint, a Descendant of Prophet Muhammad, 
and the Emergence of Sufi  Orders: With Special Reference to Sufi  Master A 
in Contemporary Egypt
Arai Kazuhiro*
This article elucidates the initial formation process of a Sufi  order through a certain 
saint’s relation with his devotees.  This saint is a descendant of Prophet Muhammad.  
His devotees think that he has knowledge of Islam, special power by which he can even 
kill people, and personal magnetism.  I consider that the community that is formed 
around the saint is one in which devotees share the original Islamic view of the world, 
and which represents the initial state of Sufi  orders before systematization.  Before the 
19th century, when the institutionalization and systematization of Sufi  orders by the state 
started, there were religious groups centering on a certain charismatic person in Egypt.
は　じ　め　に
はじめに本稿で扱う事例であるシャイフ A と筆者が出会った経緯，シャイフ A の紹介，本
稿の問題設定，調査内容について説明しておく．
シャイフ A との出会い
















バイクに乗り換え，15 分ほどでシャイフ A の家がある H 村1) に到着した．
シャイフ A は兄夫婦とともに暮らしていた．彼の家族構成は次のとおりである．シャイフ 
A は預言者一族， I 家の次男 31 歳で，不規則に漁業に従事している．カイロのアズハル大学
の神学部の卒業生である．また，この家には，シャイフ A の他に，彼の家族で塗装工である 
34 歳の長男と 20 歳の妻（妻はミヌーフィーヤ県の D 村に住む預言者一族である S 家出身で
ある），彼らの 1 歳未満の息子，カイロで会社勤めをしている 27 歳の三男，同県内のマンスー
ラ市にあるアズハル大学の分校で神学部に所属しイスラーム諸学を学んでいる四男，家事手伝










独居については，シャイフ A は 15 年前から不定期に行なっている．ラマダーンの時には毎
年，はじめの 4 日間と終わりの 10 日間に，バハレイヤ近くの砂漠にこもり，一切寝食せずに，
アッラーに集中して過ごすとのことである．
シャイフ A が日常的に行なっている祈祷は，就寝中以外の毎時間 5,000 回以上アッラーの
 1) H 村は，綿やポテトやトマト，ナスなど様々な農作物をつくっている典型的な農村である．村には 7 つのモス
クがあり，そのうちのひとつはシャイフ A の一族が建てたものである．H 村の有力アーイラ（一族）は，シャ






























 2) 2005 年 3 月 12 日，フサイン（仮名）の結婚式の時，アッラーへの愛を感情的に表現することを推称している
ことで有名なアフマド・ラドワーンの長男が来ていた．アフマド・ラドワーンも，預言者一族であるという．
シャイフ A は，アフマド・ラドワーンをすばらしい人物であるとして称えていた．アフマド・ラドワーンにつ
いては，V. Hoffman が調査している［Hoffman 1995］．
 3) イスラームにおける近代化傾向については次を参照［大塚 2000: 221-262］．
 4) P 的イスラームについての詳細は次を参照のこと［大塚 2000: 221-262］．






















調査期間は 2004 年 10 月 6 日から2005 年 3 月 20 日，2005 年 6 月 28 日から 8 月 31 日の














シャイフ A に連れられて初めて彼の住む H 村を訪れた時，筆者はシャイフ A に，この村
のオムダ（村長）は誰なのか質問した．その時，シャイフ A は彼自身が村長であると言った．
しかし，実際はそうでないことが後の調査で明らかになった．
























フ A のようにしたいのかと尋ねた．長男は，「シャイフ A のようになってほしくない．アズ
ハル大学なんていかせない．自分の息子は医者にするのだ」と，嫌な顔をした．



























シャイフ A に怒られたのであろう．長男も三男もシャイフ A には表向きは逆らわない．それ























2004 年 2 月 13 日，筆者はシャイフ A と，シャイフ A の親戚かつ幼馴染みであるフサイン
（仮名）［男性，30 代前半，カフルッシャイフ県 T 町在住，公務員］とともに，H 村からミニ


























いて質問したが，彼はシャイフ A についてはまったく知らず，I 一族についても知らないと述
べた．


















まで，シャイフ A の命令には従順に従う．シャイフ A に対する彼らの従順さは，敬っている
という以上に怖れているといった方が適切であるくらいである．彼らは，上述のシャイフ A 



















といった．シャイフ A は「彼らは私のムリードだ」と述べた．また，シャイフ A は，筆者に
対して「将来的にはフサインが秘書となりタリーカができる」と述べた．しかし一方で，シャ
























ようとしていた．しかし，シャイフ A の親戚である教団員が，責任者にシャイフ A を預言者
一族の子孫であると紹介すると，責任者はシャイフ A を丁重に中央の方に招いたのである．
ハドラ終了後に，シャイフ A にこのことについて質問した．シャイフ A はどのタリーカでも
同じように扱われるらしく，その理由は，彼が預言者一族だからだそうである．
また，この祈祷の最中，激しくトランス状態に入り転倒するに至った教団員のひとりである
アブドゥ（仮名）［男性，42 歳，カフルッシャイフ県 M 町在住，小学校の教師］は，この日
初対面であったにも関わらずシャイフ A にひかれて，筆者の調査中にもその後度々シャイフ 
















































［Hoffman 1992, 1995: 50-88; 小杉 1985］．また，預言者一族一般については，次が参考になる［森本 1999, 
2005］．
 9) 自らも預言者一族であり，エジプトのタリーカの事情に詳しいアズミーヤ・シャーズィリーヤ教団のシャイフ




























者は死ぬと前置きした後で，シャイフ A と第 3 代イマームのフサイン，11) およびアフマド・バ





























えたことを，携帯電話を使いその場でシャイフ A に確認をとり，それが事実だとわかると，6 




















 13) このなかには全集も含まれているため，6 冊ではなく 6 種の書物と表記した．
 14) ここで，既存のタリーカの例を示す．例えば，ティジャーニーヤ教団は，教団創設者が独特な世界観・救済方











































































をシャイフ A に期待している点から，彼らは「現世利益」と「来世利益」の両方をシャイフ 
A との関係において獲得しようとしていたといえる．
参詣時にシャイフ A のもとに集まった人々も，「現世利益」や「来世利益」15) に繋がる恩寵
やイスラームの知識を求めていた．しかしここで重要なのは，フサインら信奉者と彼らの相違
である．フサインやその家族たち信奉者は，参詣時の人々とは違って，知識や恩寵の獲得とい

























 15) 「現世利益」と「来世利益」については大塚の提示した分析概念を採用した［大塚 1989 117-134］．
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